
ふれあい公園は、雑木を伐採したことにより、公園内の見通しが良くなり、また防犯上の観点から

も犯罪抑止につながった。

小学校では、フェンス際の蔓（つる・かずら）の除草なども行い、通常の草刈りではできない除草

作業ができた。

ガードレール清掃は、景観が良くなり地元の方々に喜ばれた。

事業の目的

地域の方や子どもたちに、武内町の豊かな自然を感じ体験できる場の整備を行う。

事業の時期

令和7年6月～令和8年3月

事業内容及び参加人数等

・ふれあい公園整備 R7.6.22（日）

武内町の中心にある「ふれあい公園」の整備（草刈り・剪定）を行った。（参加者16名）

・小学校草刈り作業 R7.5.11（土）、6.23（土）、7.14（土）

小学校の草刈り及び除草剤の散布等を行った（参加者延べ57名）

・ガードレール清掃 R8.3.15（日）

八天桜整備に合わせ、町内のガードレールの清掃を行った（参加者12名）

武内町住みよいまちをつくる会

事業の成果
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事業名

ふれあい公園の整備等

※各町のまちづくり協議会の事業の中で「武雄市協働まちづくり地域交付金」対象の事業のみ掲載しています。


